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諏訪地域は県の中南部に位置し、西部の諏訪湖周と東部の八ヶ岳山麓に市街地及び居住区が形成されています。諏訪
湖周については、諏訪湖の占める面積が大きいため、市街地は限られた平坦地のなかに比較的まとまっています。

北西側で接する松本地域との流動が最も多く、これに次いで南側で接する上 伊那地域との流動も多くなっています。
佐久地域、上田地域とも接していますが、県境を接する山梨県側との流動のほうが多くなっています。

諏訪市中心部、岡谷市中心部に、商業施設、病院、高等学校などのまとまった立地がみられます。このほかに、茅野
市、下諏訪町の中心部にも、施設立地が目立ちます。

主な観光地としては、白樺湖、霧ヶ峰、八ヶ岳山麓、富士見高原などの高原エリアが多くあることが地域の特色と
なっています。諏訪湖周辺にも上諏訪温泉、下諏訪温泉、高島城、岡谷の製糸関連の産業遺構などがあります。

諏訪地域公共交通の地域特性と課題

〇

〇

〇

〇

ＪＲ中央本線及び辰野支線の沿線地域は、辰野支線の運行本数がやや少ないとはいえ、概ね日常生活に支障のない水
準で確保されているといえます。駅から離れた地区についても路線バス、コミュニティバス等でカバーされており、
全県的にみても比較的サービス水準の高い地域といえます。

路線バスのうち、茅野･上諏訪･下諏訪･岡谷線については、鉄道との並行路線であるものの、上述の通り、駅から離
れた地区等をカバーし、施設正面までアクセスできる利用価値の高い路線といえます。同路線は地域間幹線系統の補
助対象路線ですが、利用者数が減少するなかで、補助金だけでの運営が厳しい状況であり、沿線市町村等からの支援
の必要性が高いといえます。

観光地へのアクセスについては、諏訪盆地内については概ね良好で、白樺湖エリアもある程度確
保されています。霧ヶ峰、八ヶ岳山麓、富士見高原などは季節運行便に限られる状況です。

〇

〇

〇

地域特性

課題
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市町村界を跨ぐ主なバス路線の状況

No. 路線種別 運行事業者 路線名 路線距離 運行便数

１ 事業者路線
(地域幹線系統)

アルピコ交通 茅野・上諏訪・下諏訪
・岡谷線（諏訪本線）

18.5 9.2

２ 事業者路線
(その他一般路線)

アルピコ交通 白樺湖・車山高原線
(定期観光便)

26.4 2.6

白樺湖・車山高原線
(通学通勤便)

26.2 1.3

３

４
５
６

コミュニティ路線
(地域間幹線系統)

コミュニティ路線
(廃止代替含む)

諏訪交通
JRバス関東

茅野バス観光
アルピコタクシー
アルピコタクシー

スワンバス(外回り)
スワンバス(内回り)

穴山・原村線
通学通勤支援便
南部線

26.2
26.2

24.4
14.3
21.1

7.0
7.0

5.5
6.0
3.5

※データの年次は令和4 年度のもの。
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市町村界を跨ぐ主なバス路線の状況 ※データの年次は令和4 年度のもの。
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長野県地域公共交通計画諏訪地域編の更新について

公共交通等リ・デザイン（再構築）方針（計画の基本方針等）

◆ 「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（地域交通法）」に基づく地域公共交通計画として策定
◆ 行政や交通事業者などの関係者が共通の認識を持ち、一体となって取り組む具体的な施策、役割分担や推進体制等を示す
◆ 計画区域：長野県全域 、 計画期間：令和6年度～令和10年度

計画の位置づ
け・目的等

自家用車に頼らなくても大きな不便を感じずに誰もが安心して暮らせる持続可能な社会を実現する。特に通院・通学等の日常
生活における移動や観光地への円滑な移動が確保されている状態を目指す。

施策の方向性

１ 地域公共交通の担い手確保

２ 持続可能な地域公共交通ネットワークの構築

３ 利用しやすい地域公共交通の実現

４ 移動における脱炭素化の推進

品質保証を実現させるため具体的な目標や方策を10広域圏ごとに作成し、行政や交通事業者等の関係者が一体となって品質保証の実現に向けて取り組む

県

広域圏間や広域圏内（広域圏内の中心市町と周辺市町村）をつ
なぐ広域的な移動手段（主要幹線、幹線）の維持・確保（バス路
線の運行費支援、地域鉄道路線に係る関係者の話合いの場の設置、
市町村のサポート 等）

市町村
隣接する市町村間や市町村内における移動手段（準幹線、支線）
の維持・確保、観光地へのアクセス確保

事業者
自主運行路線や行政から受託した路線における安全・安心な運行、
利用者ニーズを踏まえたサービスの向上

県民
公共交通の社会的意義を認識し、「乗って残す、乗って活かす」という
意識を持って、日常生活の中で積極的に公共交通を利用する

モータリゼーションの進展や少子高齢化・人口減少の急速な進行を背景として、地域公共交通を民間事業者の自助努力のみで維持してい
くことは困難な状況となっている。このため、官民連携のもと、行政の主体的な関与により、「社会的共通資本」である地域公共交通の維持・
発展、利便性の向上を図る。

①日常生活における自家用車から公共交通への利用転換
②通院・通学・観光に必要な移動の保証
③公共交通におけるサービスの品質保証

目指す将来像

基本的な方針

計画の目標

関係者間の役割分担の原則

４



計画では、通院・通学・観光の移動を保証するとともに、保証すべきサービス（①ダ
イヤ・便数、②決済環境、③情報提供、④拠点整備、⑤定時性確保）を掲げている

掲げた保証すべきサービスは、最低限の品質

→ 地域ごとに必要なサービスの水準を議論し、品質保証を実現させるための
具体的な取組等を10広域圏ごとに地域編に取りまとめる必要

長野県地域公共交通計画諏訪地域編の更新について

保証すべき移動 保証すべきサービスの品質（品質保証）

①ダイヤ・便数
・通院…午前中に通院でき、午後の早い時間帯に帰宅できる
・通学…始業前に通学できる、授業終了後・課外活動終了後に帰宅できる
・観光…円滑な乗継ができるダイヤ設定＋十分な滞在時間が確保できる
②決済環境…全県の交通機関で交通系ICカードが整備されている
③情報提供…バス路線情報等を検索できる環境の整備＋最新情報の維持
④拠点整備…主要な交通結節点において、快適な待合が整備されている
⑤定時性確保…朝夕や降雪時等における渋滞対策等が講じられている

公共交通等を利用して…

・通院…圏域の中核的な医療機関に通院
できる

・通学…圏域内の高校に通学できる
・観光…鉄道駅や宿泊施設から圏域内の

主要な観光地へアクセスできる

現状の地域編

・地域特性
・地域公共交通の概況
・地域公共交通の課題

今後の地域編

（現状の地域編に以下を追加）

・拠点と軸の再設定
・保証すべき品質
・品質を保証するための具体的な取組
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➢ バス路線のあり方の抜本的な見直しや行政の支援のあり方を検討したうえで、公共交通におけるサービスの品
質保証を行うため、地域編の具体化を以下のスケジュールにより実施

地域編更新に係る今後のスケジュールについて

R６年度 R７年度

第３四半期
（10～12月）

第４四半期
（１～３月）

第１四半期
（４～６月）

第２四半期
（７～９月）

第３四半期
（10～12月）

第４四半期
（１～３月）

地域公共交通計画
本体の策定
【全体会議】

地域編の策定
【地域別部会】

計画決定
計画改定①
（予定）

計画改定②
（予定）

圏域拠点と地域拠点間
接続の見直し

内容の更新検討

計画に基づく取組の実施

内容の更新検討

★
３月下旬
全体会議
(第８回)

★
３月中
全体会議
(第10回)

地域別部会ごとに
整理できた内容を反映

保証すべき品質
水準の検討、確定

地域拠点見直し、再設定

R8
県
協
議
会
へ

全
体

分
野
別

路
線
別

６

★
第1回
分科会

★
6月30日
部会(今回)

★
8月~
第3回
分科会

★
２月中
地域別
部会

★
第２回
分科会


